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《効果》
・帯工、護床工を設置し、河床の低下を防止し、河床の安定化を図る
・河床の粗度向上により、高速流の派生を抑制する

・事業箇所位置図

・被災状況大山川筋河川災害関連事業

・事業概要工程表

・事業の進捗状況

【大山川】
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河川災害関連工事

河床低下対策工設計 詳細設計

河道（護岸）設計 詳細設計

改良復旧事業検討 概略設計

作業項目 詳細
Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度

令和７年
３月末現在

0 25 50 75 100 0 75 100

護岸・構
造物設計 100%

護岸・構
造物工事 22%

25


